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山形市西部 (白鷹)山地の形成と侵食
山 野 井 徹*
は じめ に
山形市の西部山地は自鷹山とその北東側に広がる
台地状の丘陵地か らなっている (写真 1).この台
地状の丘陵地は大小の湖沼群 (凹地)と小丘 (凸地)
の散在に よって特徴づけ られている.ここの自然は












白鷹山地は ,後述す る ように ,火山体 の崩壊に
よって形成 され,それが侵食 されて今 日の丘陵地に
至 っていることが明らかにされた (山野井,1990).
こうした台地そのものがもつ 自然史が広 く市民に理







1.山形西部地域の山地 (以後 白鷹丘陵 とい う)は,
約50万年前までは,全体にのっぺ りっとした準平
原であった.しか し白鷹山周辺は白鷹火山の安山
写真 1 山形市西部丘陵 (左端の白鷹山から右端の鳥海山まで.西蔵王から望む)
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た (村山変動の開始).この変動 は盆地側 では沈








はな く,恐 ら く地震が引金 にな った と考 え られ









は末端か ら,次第に侵食 されて消失 していった.
しか し,丘陵の中央部に厚 く残る崩積土塊は,そ
の後 も続 く隆起に対 し不安定化 し,ついに再び崩
壊 した.その場所は,宵山の南東部を冠頭 とし,
築沢,作沢方向- と崩壊 した.この 2次の崩壊を
仮に ｢築沢崩壊｣ と呼ぶ ことにする.
7.2次崩壊はさらに北方の烏帽子沼か ら荒谷にか
けての崩壊土塊上でも発生 し始めたが , これは大
亀裂が生 じたのみで,崩壊には至 らなかった.
8.その後 ,今 日に至 るまで激 しい隆起が続 き,山
裾か ら進行 していった急激な侵食作用 は,｢侵食
前線帯｣ となって,徐 々に丘陵の中央方向- と進
んで行 った.この際,侵食前線帯の周囲では急激











調査を行 った し,さらに今 日まで,機会あるごとに







両者 とも破壊のない成層構造を示す箇所は全 く見 ら
れず ,安山岩塊は著 しく破砕 されていることを特徴
としている (写真 2).これに対 し,崩壊地の外 と考
えた場所 ,例えば白鷹山高原放牧場付近では,角磯
凝灰岩や凝灰岩などの成層構造が,明瞭に認められ
た (写真 3).また,白鷹町の中山か ら孤越に至る道
路わきの露頭においても火山性堆積物の成層構造が
確認された.



















行 って,その成因に言及 したものとしては宇井 ･柴
檎 (1985)があげられる.彼等に よれば,この地域
図- 1 道路工事により小丘の断面が現れた位置 (○印)
は火山の爆発 に よって山体の過半が失われた もの
で,爆発 カルデラの形成に伴 うものであるとい う.
その証拠 として字井 ･柴橋 (1985)は白鷹山を構成
する安山岩 (白鷹円頂丘溶岩 :含角閃石普通輝石 シ
ソ輝石安山岩) と同 じ岩質の岩塊が,小丘や凹地を
覆 う火砕堆積物中に含 まれてお り,これ らには高温






なされた際に,小丘 (流山)の断面が出現 した (写
真 5).その年の秋にはさらに掘削がすすみ,図-
写真5 大沼の西方の小丘の断面 (1994年 5月)(矢印は写真6の位置)
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2のスケ ッチの ような露頭 となった.この露頭で注
目すべ きは茶黒色古土壌の最上部である.ここは,




た植物を炭化 した もの と考えられ る.ただ しこの よ
うな火山活動の産物 (火砕流 Qお よびR)が,この
小丘が形成 された山体崩壊の時期 と異なることは,
それ らが,崩壊の際にできた傷 (小断層)に よって
切 られていることか ら明らかである (図- 2). し
たが って,この露頭は,かつて火山活動に よって成
層 していた白鷹火山が崩壊 した ことと,その際に小
丘が形成 された ことの証拠は示 しているが,火山活













かな り深 く侵食 されている地点が各地 に認 め られ
図-3 崩壊した ｢古白鷹火山｣の復元
山形市西部 (白鷹)山地の形成 と侵食 Ⅰ3
写真 7 大崩壊前の山体に形成されていた沢 (矢印)が大崩壊の測塵に断面となって現れている (崩落した大平から西側を
望む.西端が西黒森山)
る.白鷹山の北方の狐越沢や西黒森沢によるものは













れる (図- 3).また自鷹山周辺 の稜線や沢の方 向












































て残 っているか否か ,といった観点で広 く踏査 を
行 った.その5結果,白鷹山地から遠 く離れ,む しろ
平野部に近いい くつかの地点で,局部的に崩壊流出






















置にあってこの付近 の斜面を激 しく侵食 しつつ あ























お あ り に
2年間にわたる調査 とその後の追加調査で,山形


































結するカルデ ラ状の陥没 とは考え られない.さら
に,大沼以南の崩壊地形は,その状態か ら,白鷹大
崩壊時のものと考えてよいが,｢北作地溝帯｣以北 ,
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